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RX62Tグループ 
ルネサススタータキットのサンプルコード 

要旨 
ルネサススタータキット（RSK）は、特定のマイクロコントローラを開発するシステムとして全機能を提
供します。このキットには、評価ボードと移植可能なオンチップデバッガ、およびいくつかの周辺回路のサ
ンプルコードが含まれています。周辺回路のサンプルコードは HEW（High-performance Embedded Workshop）
のワークスペースの形で、この文書とともに提供されます。 

動作確認デバイス 
RX62T 
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1. サンプルコードワークスペースの展開 
RSKのサンプルコードは HEW（High-performance Embedded Workshop）のワークスペースの形で提供され
ています。ワークスペースはお使いの PCの任意のフォルダにコピーして利用できます。HEWがワークスペー
スファイルを探すディレクトリのデフォルトは c:¥workspaceです。 

適当なフォルダにサンプルコードワークスペースをコピーした後、"RX62T.hws"ファイルをダブルクリック
するか、HEWメニューの File | Open Workspace項目を使用して、このワークスペースを開くことができます。 

2. サンプルコードプロジェクトのロード 
ワークスペースには独立したいくつかのプロジェクトがあります。個々のプロジェクトには、それぞれの
周辺回路のサンプルコードのソースファイルが含まれています。 

ワークスペースが HEWにロードされた後、ソースファイルを開く前に所定のサンプルプロジェクトをロー
ドしなければなりません。このためには Project | Set current projectメニュー項目でプロジェクト名を選択しま
す。 

 
例 

3. サンプルコードソースファイルのオープン 
プロジェクトがロードされると、ワークスペースウィンドウでファイル名をダブルクリックすることで、
ソースコードとこれが依存するすべてのファイルをエディタで開くことができるようになります。 

 
例 
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4. ソースコードの内容 
ソースコードプロジェクトはそれぞれ所定の RSKで実行されることを前提として書かれています。同時に

RSKを使用しない場合に関しても、このソースコードは周辺回路の初期化に関する有効な実例となります。 

サンプルプロジェクトには"main_oneshot.c"のように"main"を含む名前の Cソースコードファイルが存在し
ます。このファイルには main()関数とあわせて、サンプルコードの機能を記述するコメントブロックが含ま
れています。 

5. 付録 
以下はソースコードの機能に関するコメントブロックの一例です。 

 

/********************************************************************************** 

FILE NAME  main_oneshot.c 

DESCRIPTION  Sets up ADC Channel 0 in single operation mode, software 

     triggered. The code performs a single AD conversion. 

Operation   1. Build this application and download it to the target. Press 'Reset Go'. 

     2. Press stop button (available on 'debug run' toolbar) after 5 seconds. 

     3. The result of the conversion can now be checked in global variable 

     ‘usADC_Result'. Same result can be examined on the debug LCD. 

**********************************************************************************/ 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 
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改訂記録 

改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 
1.00 2011.09.21 — 初版発行 

 



製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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